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日本臨床検査技師連盟ニュース 

◇◆連盟ニュース◆◇ 

今号の主な内容 

◇念頭挨拶 

◇賀詞交換会 

◇情勢報告会 

◇平成28年連盟会員数 

新年を迎えて  ～ 酉年 飛躍の年 ～ 

 平素は日本臨床検査技師連盟の活動にご理解とご協力を賜り厚き御礼申し上げます。

新しい年を迎え、本年が皆様にとって幸多く、実り豊かな一年となることを心よりお祈りいたしま

す。また、日臨技と当連盟が表裏一体となり飛躍する年になればと願っています。 

 昨年は、日臨技宮島会長の参議院議員選挙一色となった年でした。 全国の連盟支部の

活動により見事宮島会長を国政に送り出すことができました。また、宮島会長の当選は私たち

の連盟だけでなく、臨床検査業界をはじめ多くの方々に支援していただいたことによるもので 我々臨床検査技師は、

このことをしっかりと受け止め、今後の技師連盟の活動に力を入れて行かなければなりません。 

 さて、臨床検査技師は専門性を高め、患者様のための医療を提供することが使命であります。チーム医療推進を

図る中、検体採取から検査説明を実施し検査結果の精度保証を確保するととともに、病棟業務や救急検査、そし

て在宅へと業務拡大を図っています。 日臨技は、諸施策等の事業推進のため、政党及び厚生労働省へ「予算・

税制等に関する要望書」を提出しました。日臨技と連携し、要望達成の活動を行うことも当連盟の活動です。また年

末には「自由民主党臨床検査に関する制度推進議員連盟」が設立され、臨床検査業界全体の要望を国政に反

映できる体制ができました。今年は、臨床検査の品質・精度管理を盛り込んだ法改正の実現に向けた活動が行わ

れることになります。このように体制ができた中で、当連盟の大きな課題は、組織強化にあります。平成29年の基本

施策は、会員獲得による組織強化拡大・財政基盤の強化です。臨床検査技師組織代表の国政活動支援も重要

な事業の1つになります。そして、医療を取り巻く環境の中で、ＡＩ(人工知能)による正確で迅速な診断・治療は遠い未

来ではなくなってきています。我々臨床検査技師は、その変化に向けて行動を起こす必要があります。医療制度の

改革や改善を図ることや臨床検査技師の使命を達成するためには臨床検査技師一人一人が意識を持って取り組

まなくてはなりません。それにはまず、先にも述べましたが技師連盟会員を増やすことです。数は力になるからです。同

じ職場で、まだ当連盟に加入していない方がいましたら連盟の役割を話していただき賛同いただけるよう声をかけてく

ださい。この地道な活動が大きな力になります。 

 最後に、平成29年1月27日に「女性医療職エンパワメント推移議員連盟」が設立されました。この議連の名称か

らもわかるように生涯にわたる 就業モデルとなり得る女性医療職への効果的なエンパワメント推進をテーマとして、人

生各期で大きく変化する女性特有の心身社会的な健康問題にも着手した制度整備を行うとしています。今、女性

技師が7割を占める中、これを機に女性の連盟会員獲得へ活動を繋げることができたらと考えています。 

日本臨床検査技師連盟 代表 椙山広美 
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平成29年⼀般社団法⼈⽇本臨床衛⽣検査技師会賀詞交換会開催される 

平成29年1月27日(金)TKP品川ガーデンシティーにおいて「平成29年一般社団法人 日本臨床衛生検査

技師会賀詞交換会」賀詞交換会が開催されました。 

主催者代表挨拶として宮島日臨技会長のあと、臨床検査関係を代表し振興協議会の日本臨床検査医

学会の矢富理事長、医療界を代表し日本医師会羽鳥常務理事、関連団体代表に日衛協江川会長か

ら挨拶があり、臨薬協の寺本会長の乾杯で宴が始まりました。国会議員、厚労省関連の来賓が紹介され

歓談が進む中、椙山連盟代表も今後の支援をお願いしました。賀詞交換会は、日臨技監事、各都道府

県会長、関連団体等が出席し、総勢300名程の参加がありました。 

参加された国会議員の方々は以下のとおりです。（代理出席含む）  

⽇臨技情勢報告会において宮島参議院議員の活動報告がされる 
平成29年1月27日(金)に参議院議員会館地下会議室において、定例で

開催している情勢報告会が開催された。 

宮島喜文参議院議員から、国会で厚生労働委員会に

所属し、厚労省法案改正で2回の質問に立ったことや、

自民党の部会及びその他多数の議員連盟に所属して

いるとの報告があった。 

また、昨年参議院議員選挙で初当選した、同期会「２８会」の活動で

は、会長に就任し、政策の勉強会を行っている。昨年11月30日に日衛協

の議連を改組して発足した臨床検査関係全体の「自由民主党臨床検査

に関する制度推進議員連盟」では事務局長に就任したとの報告もあっ

た。 

 今後は臨床検査の精度、品質管理について、医療法、臨技法の改正

が予定されており、臨床検査技師の国会議員として、発足した議連とも連

携をとり、しっかりとした制度となるよう頑張るとの決意があった。 

最後に椙山連盟代表より、当日出席頂いている各都道府県幹事の皆

様に、各都道府県技師会の会員への連盟入会の促進と宮島参議員議

員の今後の支援について協力をお願いした。 

日本臨床検査医学会理事長 日本医師会常任理事 日本衛生検査所協会会長 日本臨床検査薬協会会長 保健科学研究所代表取締役社長 
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日本臨床検査技師連盟ホームページをご覧ください 

http://www.jamt-renmei.org/ 

⽇本臨床検査技師連盟のホームページには、連盟の概要や歩み、法改正に関する各種要望書、⼊会

⽅法などが掲載されています。また会員になっていただくと「会員専⽤ページ」から連盟ニュース、都道府県

TOPページ 会員専⽤ページ 

平成28年中における連盟会費加入人数と日臨技会員との比較 


